
　本書は，日本の鉄道開業 150 年を記念して編
纂された本編５巻・資料編からなる正史である。
各巻は「創業から国有鉄道の誕生まで」「『帝国の
鉄道』の形成・発展・崩壊」「復興期から高度経
済成長期の鉄道」「交通市場の変容と国鉄の経営
危機」「JRと民鉄の時代」と題され，時代ごとの
鉄道の発展と社会的影響を多角的に描く。
　約 50年前の『日本国有鉄道百年史』が国鉄中
心の社史的色彩を持っていたのに対し，本書は国
鉄・民鉄・公営鉄道を横断的に扱う「総合鉄道史」
を目指し，鉄道経営と技術の相互関連を重視する
ほか，地方鉄道や関連産業，災害対応，グローバ
ル展開などの新たな視点も盛り込んでいる。また，
当研究所も編纂に協力しており，交通専門の調査
研究機関としての歴史や役割に触れられている。
資料編は本編の理解と活用を支えるとともに，そ
れ自体が有用な情報源として機能する。脚注や参
考文献も充実し，詳細な情報検索が可能だ。
　なお，本書は事前に来室予約をすれば，当資料
室でもご覧いただける。鉄道史研究や実務の参考
にぜひご活用いただきたい。� （原）

　本書は，石油ショックによる物価高騰や大手民
鉄の輸送人員の伸び悩みなどが顕在化するなか，
運賃について総合的な視点で研究者が共同執筆し
たものである。昭和50年代頃，運賃についてどの
ような議論が行われていたかを知ることができる。
　鉄道会社の収入の手段としての視点から定期運
賃制度や外国の運賃制度など，利用者側の視点か
ら運賃と利用者の選択や家計と運賃などについて
分析している。定期運賃制度に関しては，明治
19（1886）年に営業政策目的で国鉄の上等中等
を対象として初めて運賃割引が導入され，その後，
教育奨励政策のために通学定期，社会政策的な配
慮に基づき通勤定期の運賃割引が導入された。昭
和 30年代以降，急激に増加した朝夕のラッシュ
時に集中する通勤・通学輸送への対応のため民鉄
の鉄道投資が行われ，大都市の民鉄輸送人員の
60％以上が定期券利用者であることを考えれば，
定期運賃を基本にして，都市鉄道の運賃制度を決
める方向に転換する必要があると述べられている。
また，外国の事例として，ハンブルグ運輸連合や
パリ運輸自治公社が紹介されている。� （古森）
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